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1.最近 の 動 き/CurrentToplcs
◎ 研 究会 等/Research冨eetings
O科 学 技 術 指 標 研 究会 の第4回 会 合 が7月2◎Hに 開 催 され 、これ ま で の作 業 で 図 表 化 と
分 析 の行 わ れ た指標 につ いて 、委 員 か ら専 門 的知 見 に基 づ いた意 見 が 寄 せ られ た。また 、
指 標 化 す る ことが 困難 で あ る科学 技 術 と文 化 ・社 会 との関 係 を示 す指 標 につ いて の議
論 が 行 われ た。
○第9回STSC委員 会(ScienceTechnologyS◎cietyComptunication)研究 会 が7月20日に








/エ2(木)「基礎研究 に対す る取 り組み方 につ いて」
島田潤一(電子技術総合研究所光技術部長)
/18(水)「基礎研究 に対す る取 り組み方 につ いて」
書野信義(郵政省通信総合研究所長)







◎ 主 要来 き方者/ForeignVisit◎rstoNISTEP
7/12(木)PhilipShapira(ウエ ス トバ ー ジ ニ ア大 学)
17(火)Fransraan(エジ ンバ ラ大 学)
30(月)DonCash(オ ク ラ ホ マ 大 学)
2.研究 ノ ーFl/ResearchN◎te
科学技術と社会に関する世論調査について
第2調査研究 グループにおいて、総理府広報室 との協力 の下 に科学技術 についての社
会 の意識 を把握 するための調査を本年1月に行 い、このほどその結果 が取 りまとめ られ
た。ここでは、その概要にっいて紹介す る。
調査の項 目は、大 別 して、①科学技術に対す る関心、知識、②科学技術の発達 に対す る
意識及 び③科学技術 に対す る評価の3項目か らな ってお り、標本数 は全国19才以上の者
3千入であ る。調査方法 は、調査員 によ る面接調査で、有効回収率 は、74.脇であ った。
1.科学技術 に関す る関心、知識
科学技術 に関す る関心 につ いて、「科学技術 のニュースや話題 に関心が ある」と答え
た者 は、55.9%と過半数 を占めてお り、昭和56年及 び62年の調査結果 に比 べてその比率
が上昇 する傾向 にある。今回 の調査で一貫 した傾 向 として、男女 の比較で は、男性が69.
5%と女性 の55.9%ve大き く上回 って いる(図1)。
科学技術 に関す る情報源 と しては、「テ レビ、ラジオ、新聞、一般 の雑誌 」を上 げた者 が
90.脇と最 も多 く、以下「家族 や友人 との会話 など」23.8%、「科学技術の専門雑誌 ・書籍」1
◎.9恕「博物館 や各種のイベ ン ト」6.7%の順 となってい る。また、機会があれば科学者や
技術者の話 を聞 いてみたいと思 うか との質問に対 しては、聞いてみた いとす る者が47.
3%と約半数 を 占めて いる。さ らに、科学技術の情報 につ いての質問 として、「科学技 術に
関 する知識 は、分か りやす く説明 されれば大抵 の人は理解で きる。」とい う意 見に対 し
ては、56.9%の人がそ う思 うと答 えて おり、その比率 は、前回 に比べて向上 している(図2
)。「最近科学技術 に関す る記事や ニュースは増 えて きている。」とい う意見 については、
74.7%の者 がそ う思 うと答 えてお り、科学技術 に関す る話題がマス コ ミで取 り上 げ られ
る機会 が多 くなっている事を裏付 けてい るが、その一方で、「科学技術について知 りた
いことを知 る機会や情報 を提供 して くれ るところは十分 にある。」とい う意見について
は、そ う思 うと答 えた者 は26.5%にとどま り、そうは思わない と答えた ものが53.9%と過
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?ー半数 を占めてお り、自分の関心事 についての情報 は、必ず しも十分 に提供 されて いない
現状 にある事 が うかがえる。
次 に、科学技術 に関す る知識 につ いては、まず科学技術 用語 の周知度をみ ると、免疫
とい った健康 に関する言葉 の周知度 が非常 に高 く、また、酸性雨、オゾ ンとい った地球
環境 に関す る言葉 が、最近話題 として取 り上 げ られる事の多いのを うけて よ く知 られ
ている。62年の調査で も聞 いているDNA及びデータベー スにつ いては、いずれ も用語 の
周知度が向上 している。
図4は、科学 の諸仮説等 につ いて、そ う思 うか どうかを聞いた ものであるが、① の進化
論及 び②の大 陸移動説 につ いては、肯定 的に答 えた人の比率 が、前回 の調査 よ り高 ま っ
ている。しか し、誤 った内容 であ る④及 び⑥ についてそれ ぞれ約40%及び70%の人 々が肯
定的 な回答を してお り、一概 に科学技術に関す る知識が高 い水準 にあると結論付 ける
ことはで きない。
2.科学 技術 の発達 に対す る意識
科学技術 に関 する国民の意識 を見 るためにい くつかの質問を した。
まず、「科学技術が発達 す ると、我 々の生活は よ り健康的 で快適な ものにな る。」とい
う設問に対 して は、54.娚の人 々が肯定的な回答 を してい る。次に、「科学技術 が発達 す
ると、仕事は より面 白い もの とな る。」については、41.8%が肯定 的、36.1%が否定的であ
り、前回の調査 と比 べると「どち らとも言 えない」とい う意見が増 えて いる。「ロボ ッ ト
や コ ンピュー タの普及 によ り、働 きロは減 る。」とい う設問にっいて は、55.5%と過半数
の人々が肯定的 な回答 を してお り、日本 においては、諸外国 に比べ ロポ ッ トの導入等が
スムーズに行われた とい う一般的な認識 とは異 なった反応が示 されている。また、「今
日我々が直面 して いる経済的 ・社会的 な問題 のほとん どは科学技術の発達 によ り解決
され る。」とい う設問 につ いて は、肯定的意見 は24.O%にとどまり、否定的意 見が58.8%と
多数を占めて いるが・前 回の調査 と比べ ると肯定的 な意 見が増加 す る傾向がみ られ る。
次に、科学技術 の成果 として、国民生活等 にどのよ うな影響 がある と考え られて いる
かを見 ると・まず「生活水準」につ いては、76.0%の人が向上 した と答えてい るが、一方 、「
労働条件」につ いて は、向上 した とする者 が47.6%、悪化 した とす る者が13.6%で、変わ ら
ないが24.4%となっている。いずれ も、前回 の調 査 と比較す ると、肯 定的意見が増加 し、
否定的意見 が減少 して いる。
3.科学技術 に対す る評価
科学技術 の発達 にっいては、ポ ジテ ィブな効果が評価 される一方で、さまざまな不安
も醸成 されている ことに注 目す る必要が ある。この点 につ いて、い くつかの質問 を行 っ
ているが・「科学技術の進歩が速す ぎるた め、自分がそれにつ いて行 けな くな ると言 う
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不安」を抱 く者 は、58.鰯と過半数 を占めている。「生活は便利 になる もの の、それ とひき
かえに人間の運動能力や生活能力 が低下す るとい う不安」を抱 く者 は、?0.8私「科学技
術が悪用 された り、誤 って使 われた りす る危険性が増え るとい う不安」を抱 く者 は、7?.
4灯仕事 の内容や方法が大 きく変わ る可能性があ るという不安jを抱 く者 は、44.3私「科
学技術が どん どん細分化 し、専門家でなければわか らな くなって い くという不安」を抱
く者 は、64.7%とそれぞれかな り高 い比率を示 してお り、全体的な傾 向 として、前回 の調
査 に比べ ると不安 を抱 くものの割合 は低下 する傾 向にあるものの、依然 として国民の
聞にか な りの割合 で漠然 と した不安感が存在 している ことに注 目す る必要 がある(図5
)。科学技術の発達 の与え る効果 が全体 と してど うとらえ られているか について、科学
技術 の発達 はプラスか マイ ナスかを聞 いた結果 では、プラス面が多 い とす る者 が52.7%
とマイナス面が多 いとす る者 の7.3%を大 きく上回 って いる。しか しなが ら、両方同 じく
らいであるとす る者 の比率 も30.5%とかな り多い。
科学者 に対す るイメー ジについて、「科学者 は人 々の役 に立 ちたいというよ りは、む
しろ自分達 の好奇心 を満 たすために研究 している。」と考え る者 は、32.2%でそ うは思わ
ない と答 えた者 の方 が48.7%と多 い。同様 に、「科学者 は知識を豊富 に もってい るので危
険な存在 となってい る。jと考え る者 は、2◎.5留ことどまってお り、そ うは思わな いと答
えた者 が62.1%と過半数 を占めている。総 じて、我 が国において は、科学者を性善説 の立
場か らとらえて いる人 々が多 いとい うことが言 えよ う。
図1科 学技術 に対 する関心
間働;ある 図心がない
一 あ・ あ重り忌むがない 全然鋤 がな・・
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図2科 学 技 術 に関す る知 識 は わか りやす く
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ゆ っくう移動 し,てい る

























◎ レーザ ーは 音波を集中 さ





























































科学技 術が どんどん細分化 し,専 門家 でなければ









O当 研究所開所以来2年間 にわた り第2研究 グループ総括主任研究官 と して活躍 された
丹羽富士雄氏が7月1日付 けで筑波大学 に戻 られ ま した。
なお、引 き続 き当研究所 に併任 されます。
07月25日か らイ タ リ・-ee立研究委員会科学研 究所 のGi◎vanniNapolitano氏を特別研
究員 として受 け入 れま した。Napolitan◎氏 は科学技術庁 フェv－ シップ制度 によ り来
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